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… 外国人労働者 250万人時代、セブン銀行 ATMで海外送金がより身近に … 

 

Queen Bee Capital(クイーンビーキャピタル)株式会社 

株式会社セブン銀行と業務提携契約締結 

 

国内最大級 28,000台超 ATM と連携、海外送金サービス「PayForex」の利便性を大幅向上 

 

増加する在留外国人の生活送金ニーズに対応

 
 

海外送金サービス「PayForex」を運営する、Queen Bee Capital 株式会社（本社：東京都港区、代表取締

役：SHENBO HUANG、資金移動業者：関東財務局長第 00010号、以下「当社」）は、株式会社セブン銀行

との業務提携を締結、5月 11 日よりサービス提供を開始します。 

 

本提携により、当社はセブン銀行が全国に展開する 28,000 台超の国内最大級 ATM ネットワークを活用し、海外

送金サービス「PayForex」の利便性を大幅に向上させます。全国のセブン‐イレブンを中心に設置しているセブン銀行

ATM は、提携先 680 以上、国内での設置台数は 28,000 台超に達するなど、生活導線上で利用できる金融イン

フラとして高い社会性を有しています。  

日本国内で増加を続ける外国人労働者・留学生・在留外国人にとって、生活圏内で 24 時間アクセス可能な送金イ

ンフラの重要性は急速に高まっています。今回の連携により、ユーザーは多言語対応のスマホアプリ「PayForex」で事

前に送金設定を行い、全国のセブン‐イレブン等に設置されたセブン銀行 ATM で QR コードを読み取って現金を入金

するだけで、原則 24 時間 365 日、スムーズな海外送金が可能になります。大規模 ATM ネットワークを活用したこの

新しい仕組みにより、時間を問わず海外送金手続きがさらに手軽に完結できる環境へと進化します。 

 

提携の背景 

日本国内では深刻な人手不足を背景に外国人労働者の受け入れが拡大しており、2025 年 10 月末時点の外国

人労働者数は約 250万人（※１）を突破し過去最多となっています。これに伴い、母国への生活費送金や家族支

援を目的とした小口・高頻度の国際送金需要が着実に増加しています。 

このような社会背景のもと、特に、手元にある現金を安全かつ手軽に母国へ送りたいという在留外国人のニーズは高く、

送金サービスには「安い」「速い」に加え、“いつでも近くで使える生活インフラ性”が強く求められています。当社が提供す

る 200以上の国と地域へ送金可能な独自のネットワークと多言語対応アプリが、原則 24 時間 365日稼働するセブ

ン銀行 ATM という強力なリアルインフラと結びつくことで、言語の壁や時間的・地理的な制約に縛られない、最も身近

な送金体験を提供できると考え、本提携に至りました。セブン銀行の「ATMプラットフォーム戦略」の推進と、当社の「在



留外国人への金融包摂とユーザー体験向上」という両社の強みと目的が高いレベルで合致した結果です。 

※１：厚生労働省発表（2025年 1月 31日） 

 

市場成長性 

世界の越境決済市場は拡大を続けており、2025 年の 3,715 億 9,000 万米ドルから、2034 年には 7,277 億

4,000万米ドルへ成長し、年平均成長率（CAGR）は7.9%と予測されています。さらに、2025年時点でアジア太

平洋地域が 46.3%のシェアを占めており、中国・インド・東南アジアを中心としたデジタル化が市場を牽引しています

（※２）。 

E コマースの越境利用拡大や、消費者の利便性志向の高まりを背景に、国際送金・越境決済のニーズは個人利用か

ら法人利用まで裾野を広げています。特に日本では、在留外国人の増加がリテール向け小口送金市場の主要ドライ

バーとなっており、今後も持続的な成長が見込まれます。 

※２：㈱グローバルインフォメーション発表（「国境を越えた決済市場の規模、シェア、成長率、およびタイプ別・用途

別のグローバル産業分析、地域別分析、2026年～2034年の予測」／2026年 2月６日） 

 

本提携によるユーザーメリット 

本提携により、当社では「PayForex」ユーザーに対して以下の利便性向上を実現しました。 

•カードレスでスマートな入金 

専用の入金カードは一切不要で、「PayForex」アプリで QR コードを読み取るだけで、手元の現金を直接アカウントへ

スムーズに入金できます。 

•圧倒的なアクセス拠点 

 全国 28,000台超のセブン銀行 ATM ネットワークが利用可能。 

•時間と場所の制約を解消 

 深夜・休日を問わない高いアクセス性と、地方在住者でも都市部と同等の送金環境を提供。 

•日常の生活導線での完結 

外国人労働者・留学生の日常的な生活導線（コンビニ）上で、手軽に送金手続きのための入金が完了。 

 

今後の展望 

当社は今後も日本人および日本に滞在する外国人を含むすべての方々に向けて、安全で確実な海外送金サービスの

提供と拡大を目指し、今回のセブン銀行との提携を起点に ATM を活用したリアル接点とデジタル送金の融合を進め、

主力のアジア圏を中心に送金ネットワークをさらに強化、より多様なユースケースへの拡張を進めてまいります。 

 

詳細は以下の通りです。 

 

■業務提携先(株式会社セブン銀行)について 

名称： 株式会社セブン銀行 （英名：Seven Bank, Ltd.） 

設立： 2001年 4月 10日 

代表取締役社長： 松橋 正明 

所在地： 東京都千代田区丸の内 1-6-1 

  



■「PayForex」サービスについて 
  

「PayForex」は 2011 年にスタートした独自の国際送金ルートを活用して利用者の資金を海外へ安全かつ確実に送

金するサービスです。 

資金決済法に基づく履行保証金制度によって資金が保護される”安心感”、アカウント登録から送金手続きまでインタ

ーネットで完結し 40種類以上の取り扱い通貨を 200以上の国と地域へ 24 時間オンラインで送金できる”利便性”

と送金手数料の”安さ”がその特徴です。 

 

【特徴】 
  

・スピード着金 

送金手続き後、現地の銀行口座や E-wallet アカウント残高等への素早い着金を実現します。 

（一般的な銀行を利用した送金の場合は約 1～3営業日） 

 

・手数料 

送金手数料は 0円～2,000 円前後と業界最安水準となり、60万円相当額を超える送金額から送金手数料が無

料となります。 

 

・安心・安全 

お客様の送金資金は、資金決済法に基づく履行保証制度によって保護されており、安心してご利用いただけます。



■Queen Bee Capital株式会社について 
  

Queen Bee Capital株式会社は国際間の資金移動事業を運営するフィンテック企業です。2011年に資金移動

業者として登録されて以降、「グローバルな金融知識」と「高度な IT開発力」で、国境を超えた資金移動需要に注力

し、自由な発想で新たな金融サービスを提供しています。 

  

【会社概要】 
  

会社名 Queen Bee Capital 株式会社 （URL https://www.queenbeecapital.com/） 

設立 2007 年 9月 

代表取締役 SHENBO HUANG 

資本金 5億 7690万 5千円（資本準備金含む） 

所在地 東京都港区六本木三丁目 2番 1号 住友不動産六本木グランドタワー22階 

事業内容 

資金移動業、 

EC サイトの運営、開発、 

決済情報ソリューションの開発・提供 

登録 関東財務局長第 00010号 

加入団体 

一般社団法人日本資金決済業協会第 00431号 

日本代理収納サービス協会事務局（JCAA） 

一般社団法人 Fintech協会 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 
 

Queen Bee Capital株式会社 経営企画部サービス企画 

Tel: 03-6809-2794（Direct） 

Mail: pr@queenbeecapital.com 

https://www.queenbeecapital.com/

